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【科目】[ 人工知能 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

荒川 達也

【授業目標・教育方針】
人工知能の基礎理論を学び、問題解決の手法、論理および知識ベースの処理方法を理解する。
また、機械学習や Web 知能など最新の話題も紹介する。

【授業概要】
人工知能の目的は考える機械を作ることであるが、この授業では人工知能を問題解決の観点からとらえ、問題を解決
するということはどういうことなのか、そのためには何が必要なのかを学ぶ。具体的には、問題の表現、探索による
解決、論理による問題解決、知識表現と問題解決を学ぶ。また、機械学習や Web 知能など最新の話題にも触れる。

【教科書・教材・参考書 等】
荒屋真二著「人工知能概論―コンピュータ知能からＷｅｂ知能まで」（共立出版）

【メッセージ】
人工知能は多くの分野と深く関連します。関連科目との関係を踏まえて本質的な理解を目指して勉強してください。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

【授業計画】（授業名：[ 人工知能 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス ・授業の概要
・人工知能とは

第 2 回～第 6 回 問題解決 ・状態空間
・探索

第 7 回～第 10 回 推論 ・命題論理と述語論理
・導出原理

第 11 回～第 13 回 機械学習 ・ニューラルネットワーク
・進化的計算

第 14 回～第 15 回 補遺 これまでの授業で触れられなかった話題から
いくつか選んで紹介する。
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